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術
活
動
の
特
別
推
進
事
業
」
と
い
っ
た
多
彩
な
援
助

事
業
を
次
々
に
開
始
し
、
芸
術
活
動
に
対
す
る
助
成

を
強
化
し
て
き
た
。

特
に
平
成
二
年
度
に
は
、
民
間
企
業
等
の
協
力
を

得
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
潰
劇
の

分
野
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
公
涙
を
支
援
す
る
「
芸
術

活
動
の
特
別
推
進
事
業
」
を
引
き
続
き
拡
充
す
る
こ

と
と
し
、
公
演
数
の
増
加
及
び
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部
門

の
新
設
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
芸
術
家
の
養
成
、
研
修
に
関
す
る
施
策
と

し
て
、
優
れ
た
芸
術
家
に
一
定
期
間
海
外
で
の
研
修

の
機
会
を
提
供
す
る
「
芸
術
家
在
外
研
修
」
を
拡
充

し
、
三
か
月
程
度
の
特
別
派
遣
事
業
を
充
実
す
る
と

同
時
に
、
国
内
で
の
研
修
を
希
望
す
る
若
手
の
芸
術

家
を
対
象
と
す
る
「
芸
術
家
国
内
研
修
」
に
つ
い
て
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(2) 

近
年
、
経
済
生
活
の
向
上

r

自
由
時
間
の
増
大
等
~

を
背
景
と
し
て
国
民
の
文
化
に
対
す
る
関
心
が
強
ま
i

り
を
み
せ
、
多
様
で
豊
か
な
文
化
活
動
が
各
地
で
活
＂

発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

r

国
際
的
に
も
我
が
i

国
が
文
化
面
で
応
分
の
貢
献
を
す
る
こ
と
が
緊
急
の
＂

課

題

と

な

っ

て

い

る

。

．

も
と
よ
り
、
芸
術
文
化
活
動
は
国
民
自
ら
が
そ
の
~

主
体
性
と
創
意
に
基
づ
き
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
d
●
~

文
化
政
策
の
役
割
は
、
．
個
人
や
民
間
の
活
動
を
補
い
、
~

全
体
と
し
て
調
和
の
あ
る
文
化
の
振
興
が
図
ら
れ
る
~

よ
う
基
盤
を
整
備
し
、
芸
術
文
化
活
動
を
側
面
か
ら
ぃ

支
援
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
文
化
庁
と
し
て
は
こ
~

う
し
た
基
本
的
な
立
場
か
ら
、
「
文
化
基
盤
の
幅
広
い
~

整
備
，l、
「
芸
術
活
動
の
奨
励
援
助
」
、
「
園
民
の
文
化
~

活
動
の
拡
充
と
地
域
の
文
化
の
振
興
」
、
「
文
化
財
の
~

保
存
と
活
用
」

r

「
文
化
の
国
際
交
流
」
等
を
政
策
の
ぃ

柱
と
し
て
芸
術
文
化
振
興
の
諸
条
件
を
整
え
る
た
め
~

の
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
~

そ
う
し
た
中
、
平
成
元
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
~

芸
術
文
化
振
興
基
金
に
五
0
0
億
円
の
政
府
出
資
が
~

計
上
さ
れ
、
民
間
か
ら
の
拠
出
と
合
わ
せ
、
そ
の
運
~

用
益
で
優
れ
た
芸
術
文
化
の
多
彩
な
展
開
と
そ
の
普
~

及
や
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
対
す
る
援
~

助
を
幅
広
く
行
っ
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
~

の
た
災
特
殊
法
人
国
立
劇
場
を
日
本
芸
術
文
化
振
i

興
会
に
改
組
し
、
同
振
興
会
に
基
金
を
置
く
予
定
で
~

あ
る
。こ

の
基
金
の
創
設
は

r

芸
術
文
化
関
係
者
の
長
年

の
念
願
で
も
あ
り
f
．
我
が
国
の
芸
術
文
化
の
振
興
に

と
っ
て
画
期
的
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
平
成

二
年
度
に
は
、
従
来
か
ら
の
文
化
庁
に
よ
る
事
業
に

加
え
、
基
金
に
よ
る
助
成
事
業
を
機
動
的
に
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
き
め
の
細
か
い
充
実
し
た
文
化
政

策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

以
下
、
平
成
二
年
度
に
お
け
る
施
策
の
具
体
的
な

も
、
総
合
的
な
芸
術
創
作
活
動
と
し
て
の
映
画
製
作

に
携
わ
る
芸
術
家
を
新
た
に
対
象
と
し
て
加
え
る
予

定
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
平
成
二
年
度
か
ら
新
た

に
、
ア
ジ
ア
や
欧
米
諸
国
の
優
れ
た
若
手
芸
術
家
を

我
が
国
に
招
へ
い
し
、
研
修
・
交
流
の
機
会
を
提
供

す
る
「
海
外
芸
術
家
招
へ
い
研
修
」
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
り

r

こ
れ
ら
の
三
事
業
を
合
わ
せ
て
「
芸
術

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
し
と
し
て
実
施
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
東
京
同
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ

ン
タ
ー
の
映
画
芸
術
の
同
際
交
流
の
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
強
化
し
、
散
逸
の
恐
れ
の
あ
る
ア
ジ
ア
詰
国

の
名
作
映
画
の
収
集
事
業
や

r

映
画
フ
ィ
ル
ム
の
収

集
。
保
存
・
研
究
等
を
行
う
組
織
で
あ
る
同
際
ア
ィ

ル
ム
。
ア
ー
カ
イ
ブ
連
盟
（
本
部
。
パ
リ
）
へ
の
加

盟
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
日
本
の
名
作
映
画
を
各

地
の
公
立
文
化
会
舘
等
で
上
映
し
、
優
れ
た
映
画
の

鑑
賞
機
会
を
広
く
提
供
す
る
「
優
秀
映
画
鑑
賞
推
進

事
業
L

に
関
し
て
上
演
会
場
の
増
加
を
図
る
予
定
で

あ
る
。

第
二
園
立
劇
場
（
仮
称
）
の
整
備
促
進

オ
ペ
ラ

r

バ
レ
エ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

r

現
代
舞
踊
r
~

現
代
演
劇
等
、
我
が
国
現
代
舞
台
芸
術
の
振
興
・
普
~

及
活
動
の
中
核
と
な
る
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
に
＂

つ
い
て
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
関
係
者
か
ら
そ
の
殷
i

立
に
つ
い
て
強
い
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
~

二
年
度
に
お
い
て
は
、
建
設
用
地
の
取
得
等
そ
の
整
~

備
促
進
を
図
る
と
同
時
に
、
設
立
準
備
室
の
拡
充
等
~

最
近
、
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
文
化
の
継
承
や
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
新
し
い
文
化
の
創
造
な
ど
を

通
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
が
活

発
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
応
し
た

地
域
の
文
化
振
興
施
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る

r

こ
れ
に
応
え
、
地
域
に
お
け
る
特
色
あ
る
文
化
活

動
の
展
開
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域
文
化
振
興
の
モ

デ
ル
と
な
る
地
域
を
選
定
：

r

与
ー
コ
1

う

）

9

f/
7

1

,m,,

業
を
文
化
庁
と
地
方
公
共

実
施
す
る
「
地
域
文
化
振

た
に
実
施
し
、
地
域
に
お

豊
か
な
各
種
文
化
事
業
の

進
し
、
そ
の
定
着
を
固
っ

ま
た
、
地
域
に
お
い
て

会
を
確
保
す
る
た
め
、
こ

一

し
て
翡
＇
国
．
ど

’

C

ぎ

f
-uil
「

叫

団
体
等
と
の
共
催
に
よ
り
[

興
特
別
推
進
事
業
」
を
新
i

け
る
文
化
団
体
等
の
個
性
[

水
準
向
上
・
活
性
化
を
促
『

て
い
く
。

優
れ
た
芸
術
の
鑑
賞
の
機
[

＿
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も
芸
術
劇
場
等
の
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台
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全
一
[
-

地
域
に
お
け
る
文
化
振
興

芸
術
は
文
化
の
精
華
で
あ
り
、
芸
術
活
動
が
ど
の

よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
は
そ
の
国
の
文
化
の
水

準
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

文
化
庁
に
お
い
て
は
、
芸
術
創
造
活
動
を
積
極
的

に
進
め
て
い
く
た
め
、
従
来
か
ら
芸
術
家
に
意
欲
的

な
発
表
の
機
会
を
与
え
る
た
め
の
「
芸
術
祭
」
を
開

催
し
、
ま
た
、
我
が
同
の
芸
術
関
係
団
体
の
行
う
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
等
の
優
れ
た
芸
術

活
動
で
、
商
業
的
ベ
ー
ス
で
の
実
施
が
困
難
な
も
の

に
つ
い
て
、
「
民
間
芸
術
等
振
興
費
補
助
金
に
に
よ
り

助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
昭
和
六
一

年
度
以
降
六
三
年
度
ま
で
の
間
に
「
日
米
舞
台
芸
術

交
流
事
業
」
、
「
優
秀
舞
台
芸
術
公
置
奨
励
＼
「
芸

(1) 

去
術
創
作
活
動
の
淮
進

文
化
政
策
の
概
況

内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
、
文
化
等
の
正
し
い
~

理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
~

ま
た
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
~

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
適
切
な
保
存
・
活
用
を
図
る
こ
~

文
化
財
の
保
存
と
活
用

の
作
成
及
び
研
修
会
等
を
実
施
す
る
と
同
時
に
、
新

た
に
宗
教
法
人
指
導
者
講
習
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、

宗
務
時
報
及
び
宗
教
年
鑑
を
発
刊
し
た
。
ま
た
、
前

年
度
に
引
き
続
き
宗
教
法
人
の
事
業
調
査
を
実
施
し

f、

-
0

穴
平
成
二
年
度
に
は
、
宗
教
法
人
の
認
証
事
務
の
指

導
等
の
充
実
を
図
る
と
同
時
に
、
宗
教
法
人
情
報
の

収
集
・
整
備
を
一
層
推
進
し
、
宗
教
法
人
の
管
理
運

営
の
一
層
の
適
正
化
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

芸
術
の
巡
回
公
演
、
美
術
作
品
の
巡
回
戻
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
同
時
に
、
固
民
一
般
炉
行
っ
て
い
る

文
化
活
動
の
全
国
的
な
発
表
の
場
で
あ
る
「
国
民
文

化
祭
」
を

1
0
月
一
九
日
か
ら
一
一
八
日
ま
で
愛
媛
県

で
、
高
校
生
に
よ
る
芸
術
文
化
活
動
の
総
合
的
な
発

表
の
場
で
あ
る
「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
を

八
月
一
日
か
ら
八
日
ま
で
山
梨
県
で
そ
れ
ぞ
れ
引
き

続
き
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
国
民
の
多
様
な
文
化
に
対
す
る
要
望
に
応

え
、
文
化
財
や
地
域
の
文
化
活
動
に
関
す
る
情
報
を

国
民
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
平
成
元
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
冑
少
年

及
び
ア
マ
チ
ュ
ア
文
化
活
動
指
導
者
等
の
招
へ
い
、

派
遣
事
業
を
拡
充
し
て
実
旅
し
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の

国
語
審
議
会
で
は
、
「
現
代
仮
名
遣
い
」
に
関
達
す
~

る
事
項
と
し
て
昭
和
六
一
年
―
二
月
以
降
、
外
来
語
~

の
表
記
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
審
讃
を
行
っ
て
い
る
~

が
、
平
成
元
年
二
月
に
発
足
し
た
第

l

八
期
国
語
審
i

議
会
に
お
い
て
も
引
き
続
き
審
議
を
行
い

r

平
成
一
―
i

年
三
月
に
は
外
来
語
表
記
委
員
会
試
案
ぶ
乃
来
語
の
~

表
記
（
案
）
」
を
公
表
し
たc

今
後
｀
．
各
界
各
層
か
ら
~

の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
審
犠
を
続
け
、
平
成
二
~

年
度
中
に
は
答
申
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
~

ま
た
、
美
し
く
豊
か
な
言
葉
を
普
及
す
る
た
め
、
~

佃
子
と
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
作
成
・
配
布
し
、
国
語
に
~

関
す
る
認
朦
を
深
め
、
国
語
を
大
切
に
す
る
意
識
を
~

高
め
て
い
く

3

近
年
、
国
際
交
流
の
進
展
に
伴
い
、
国
内
外
に
日
~

本
語
学
習
者
が
増
大
し
、
そ
の
学
習
目
的
も
多
様
化
~

し
て
き
て
い
る
が

r

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
~

た
翌
日
本
語
教
育
機
関
の
実
態
調
壼
、
日
本
語
教
~

育
の
基
礎
的
実
際
的
調
査
研
究
、
教
材
の
開
発
r

研

｛

修
会
の
開
催
等
必
要
な
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。
~

ま
た
、
中
国
引
揚
者
に
対
す
る
日
本
語
教
育
に
つ
~

い
て
も
、
敦
材
の
作
成
。
配
布
、
日
本
語
指
導
者
に
~

と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
~

文
化
庁
で
は
、
文
化
財
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
重
~

要
文
化
財
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
等
と
し
て
指
定
。
~

選
定
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
文
化
財
に
関
し
て
、
~

有
形
の
文
化
財
の
場
合
は
そ
の
保
存
修
理
、
買
上
げ
~

等
を
行
い
、
ま
た
、
無
形
の
文
化
財
の
場
合
は
そ
の
~

伝
承
者
の
養
成
、
記
録
の
作
成
等
を
行
い
、
保
護
の
~

た
め
に
必
要
な
措
置
を
謂
じ
て
い
る
。
~

平
成
元
年
度
の
指
定
。
選
定
で
は
、
大
正
期
の
建
~

築
と
し
て
価
値
の
高
い
横
浜
開
港
記
念
館
の
重
要
文
~

も
ょ
う

化
財
（
建
造
物
）
指
定
、
合
戦
図
屏
風
の
中
で
異
彩
~

を
放
つ
大
坂
夏
の
陣
図
六
曲
屏
風
の
重
要
文
化
財
~

（
美
術
工
芸
品
）
指
定
、
中
世
末
期
の
城
郭
遺
跡
で
~

あ
る
黒
井
城
跡
の
史
跡
指
定
、
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
等
~

の
代
表
例
と
し
て
南
部
七
戸
見
町
観
音
堂
庶
民
信
仰
~

資
料
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
指
定
等
を
行
っ
た
。
~

ま
た
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
、
＇
~

我
が
国
の
近
代
化
の
北
の
窓
口
で
あ
り

r

異
国
情
緒
~

豊
か
な
風
情
の
残
る
北
海
道
函
館
市
元
町
末
広
町
を
~

選
定
し
た
。

平
成
二
年
度
に
は
、
吉
野
ヶ
呈
遺
跡
を
含
む
史
跡
~

等
の
公
有
化
を
推
進
す
る
と
同
時
鰐
国
民
が
ふ
る
~

さ
と
の
歴
史
や
伝
統
的
な
文
化
と
触
れ
合
い

r

こ
れ
~

に
慣
れ
親
し
む
場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
「
ふ
る
さ
~

と
歴
史
の
広
場
」
事
業
を
拡
充
し
て
実
施
す
る
予
定
~

ひ

で
あ
る
。
ま
た
、
重
要
文
化
財
建
造
物
に
つ
い
て
の
檜
~

わ

だ

か

や

ぶ

皮
、
こ
け
ら
、
茅
葺
き
等
の
緊
急
屋
根
葺
き
替
え
事
業
、
~

取
り
壊
し
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
日
本
近
代
化
遺
~

①
国
詰
施
策
の
檻
進

国
語
c
著
作
権
よ
歪
務

文
化
の
国
際
交
流
の
一
層
の
活
性
化
を
推
進
す
る
。

(3) 

宗
務
行
政
の
雄
進

ヽ"'""'""'•ヽ 99 9 99 • 9 99 99 9 •9 9 99 9 99号

②
著
作
権
施
策
の
揺
進

対
す
る
研
修
会
ら
研
究
協
瓢
会
等
を
実
旅
し
、
そ
の

充
実
に
努
め
る
。

最
近
に
お
け
る
科
学
技
術
の
著
し
い
発
展
等
に
対

応
し
て
著
作
権
制
度
の
整
備
に
努
め
て
き
た
が
、
現

在
、
複
写
機
器
の
発
達
。
普
及
に
伴
う
出
版
者
の
保

護
の
問
題
に
関
し
て
、
著
作
櫂
審
議
会
第
八
小
委
員

会
に
お
い
て
、
複
写
を
中
心
と
し
た
出
版
物
の
複
製

に
出
版
者
の
権
利
を
認
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

す
る
昭
和
六
三
年
一

0
月
の
中
間
報
告
を
踏
ま
え
つ

つ
、
最
終
報
告
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。
ま

芦
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
創
作
物
に
関
す
る
著
作
権
間
題

に
つ
い
て
は
同
審
議
会
第
九
小
委
員
会
で
、
私
的
録

音
・
録
画
問
題
に
関
し
て
は
同
審
議
会
第
l

0

小
委

員
会
で
、
J
そ
れ
ぞ
れ
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、
著
作
権
の
国
際
的
保
護
の
推
進
の
観
点
か

ら
、
世
界
知
的
所
有
権
機
関

(
W
I
P
o
)
に
お
け

る
著
作
権
立
法
モ
デ
ル
規
定
な
ど
の
検
討
や
、
貿
易

関
連
側
面
か
ら
の
知
的
所
有
権
の
保
護
の
在
り
万
に

関
す
る
ガ
ッ
ト
の
交
渉
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
る
。平

成
元
年
度
に
は
、
宗
教
法
人
の
規
則
等
の
認
阿
、

都
道
府
県
に
お
け
る
詫
証
事
務
に
対
す
る
指
導
、
宗

教
法
人
の
管
理
運
営
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
資
料

産
に
対
す
る
総
合
調
査
、
重
要
文
化
財
美
術
工
芸
品

に
つ
い
て
の
臼
杵
磨
崖
仏
の
防
災
施
設
整
備
事
業
等

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

文
化
財
保
護
に
関
す
る
国
際
交
流
事
業
と
し
て
は
、

従
来
の
文
化
財
の
保
存
修
復
に
関
す
る
専
門
家
の
派

遣
。
招
へ
い
、
中
国
敦
燈
文
化
財
保
存
修
復
へ
の
協

カ
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
研
究
機
構
と
の
共
同
研
究
事
業

等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
に
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
文
化
財
建
造
物
に
対
す
る
保
存
修
復
協
力

事
業
、
ア
ジ
ア
諸
国
博
物
館
・
美
術
館
研
究
協
力
事

業
等
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
本
年
度
も
、
我
が
国
の
優
れ
た
文
化
財
を

外
国
に
紹
介
し
、
日
本
の
歴
史
。
文
化
に
対
し
理
解

を
深
め
る
た
め
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
お
い
て
「
王

朝
貴
族
の
美
術
展
」
を
文
化
庁
主
催
で
開
催
す
る
予

定
で
あ
る
。
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0
次
号
(

5

月

号

）

目

次

一

ー

る
な
て

集

か

育

特

魯

豊

を、
も

心
ど子

魯
巻
頭
言

大

き

な

逆

説

＇

今

道

友

信

＠
座
談
会

豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育
に
期
待
さ
れ
る
も
の

（
出
席
者
）
荻
原
武
雄
／
片
岡
徳
雄
／
中
村
桂
子

河
合
焦
雄
／
（
司
会
）
瀬
戸
真

⑳
論
文

子
ど
も
の
心
と
そ
の
指
導
！

r

上
異
仁
田
昭

豊
か
な
心
を
育
て
る
学
絞
教
育
の
課
題
ー
尾
田
幸
雄

生
涯
学
詈
の
視
点
に
立
っ
た
豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育

ー
木
原
孝
博

⑮
事
例
紹
介

埼
玉
県
越
谷
市
立
大
沢
小
学
校
ほ
か

◎
解
説

小
。
中
。
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
迫
臨
教
育

人
・
こ
の
道

I
'
.
I

小
野
正
吉

わ
が
ま
ち
の
教
育
・
文
化
ー
蕊
山
大
学
地
域
共
同
塁
究
セ
ン
タ
ー

こ

と

ば

の

小

箱

・

野

元

菊

雄

科
学
の
ひ
ろ
ば
一
一
向
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所

ふ

る

さ

と

の

う

た

長

野

県

教

育

委

員

会

郷

土

に

生

き

る

教

育

家

群

像

ー

ー

茨

城

県

I 

I 

l ~ ~ 

⑮
提
言

ー
竹
内
均
，
、

C
．
w．
ニ
コ
ル

▽
今
月
号
の
特
集
は
、
「
文
教
施
策
の
進

展
」
と
題
し
て
、
平
成
二
年
度
の
文
部

省
各
局
課
の
重
要
施
策
を
、
予
算
を
通

し
て
簡
潔
に
紹
介
し
ま
し
た
c

年
度
初

め
恒
例
の
特
集
と
し
て
、
省
内
各
局
課

が
毎
年
筆
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
が
｛
院

み
物
と
し
て
は
若
干
お
も
し
ろ
味
に
欠

け
る
の
で
は
な
い
か
な
、
と
思
い
ま
す
（
）

し
か
し
、
そ
の
年
度
の
文
教
施
策
を
総

覧
で
き
る
点
や
、
記
録
性
、
資
料
性
の

面
で
、
読
者
か
ら
も
毎
年
特
集
し
て
ほ

し
い
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

▽
こ
う
し
た
声
に
も
お
答
え
で
き
れ
ば

と
思
い
、
今
回
も
し
っ
か
り
と
解
説
し

ま
し
た
。
文
敦
施
策
の
内
容
、
方
向
を

ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
文
教
行

政
に
対
し
て
一
層
の
ご
協
力
を
賜
れ
は

幸
い
で
す
。

▽
さ
て
、
二
月
号
で
既
に
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
よ
う
に
、
今
月
号
か
ら
新
企
画

の
記
事
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
な
ぞ
な

ぞ
形
式
に
よ
る
「
科
学
の
ひ
ろ
ば
L

は、

で
き
る
だ
け
や
さ
し
く
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
お
分
か
り
い
た
だ
け

た
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
「
ふ
る
さ
と
の

う
た
L

、
「
こ
と
ば
の
小
箱
L

は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
ご
感
想

5

ご
意
見
な
ど

を
、
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
c

▽
国
立
科
学
博
物
館
に
は

r

昨
年
度
一

年
間
「
科
学
の
ひ
ろ
ば
」
の
担
当
を
お

願
い
し
、
毎
号
す
ば
ら
し
い
記
事
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
い
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

99h'

i

,99999999•99•99999•9999999,.,;hr.~,;~:' 

ょ
読
者
か
ら
の
た
よ
り
』
欄
へ
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。
本
誌
を
読
ん
で
の
こ

感
想
、
ご
意
見
等
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
た
さ
い
。

融
投
稿
規
定

①
一
件
に
つ
き
四

0
0
字
以
内
②
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
．
，
電
話
番
号

を
明
記
（
誌
上
匿
名
可
）
③
掲
載
分
に
は
薄
謝
進
呈

※
文
章
を
一
部
手
直
し
さ
せ
て
い
た
た
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑱
送
り
先

-
T
I
O
O
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
＿
ニ
ー
・
ニ
ー
ニ

編

集

後

(

A

。
N

)
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